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み
と0
と

文
化
の
町
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平
成
六
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第

三
次
重
信
町
総

合
開
発
計
画
の
進
捗
を
踏
ま
え

、

国
・

県
の
施
策
と
景
気
の
動
向
に

配
慮
し
な
が
ら
、

財
源
の
重
点
的

か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
い
、
都

市
化
の
進
展
に
合
わ
せ
た
環
境
撃

備
を
進
め
、
高

齢
化
社
会
へ
の
長

期
的
展
望
に
立
っ
て
、
福

祉
の
向

上
を
始
め
と
し
た
諸
施
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
長

寿

社
会
を
め
ざ
し
て

「
み
ど
り
と
文

化
の
町
」

づ
く

り
に
遁
進
致
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

治樹

引
き
続
き
O
A

機
器
の
導
入
と

こ
れ
に
伴
う
各
種
の
業
務
ソ
フ
ト

ウ

エ
ア
も
充
実
す
る

こ
と
と
し
た

ほ
か
、
行
政
組
織

・

機
構
の
見
直

し
に
つ
き
ま
し
で
も
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

の
最
終
提
案
に
基
づ
き
、
行

政
全
般
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を

進
め
、

効
率
的
な
組
織
機
構
の
構

築
と
適
切
な
定
員
配
置
を
進
め
て

行
く
予
定
で
あ
り
ま
す

。

さ
ら
に

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、

自
治
大
学
を
始
め
市
町

村
ア
カ
デ

ミ

ー

等
各
種
の
研
修
に
積
極
的
に

派
遣
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
や
ま
ち

づ
く
り

推
進
懇
談
合
等
に
よ
り
町

内
全
域
の
町
民
ニ

l

ズ
を
拝
聴
し

な

が
ら

町
政
を
進
め
る
計
画
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に

姉
妹
町
等
の
地

域
間
交
流
も
引
き
続
き
検
討
を
進

め
る
ほ
か
国
際
交
流
へ
の
対

応
も

推
進
す
る
こ
と
と
し

、

中

学
生
の

海
外
派
遣
や
町
民
の
海
外
研
修

等

に
も
補
助
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す

。
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国
県

の
施
策
に
合
わ
せ
た
社
会

福
祉
の
充
実
強
化
と
年
金
、
各
種

医
療
施
策
の
充
実
を

進
め
る
ほ
か
、

平
成
五
年
度
策
定
の
老
人
保
健
福

祉
計
画
の
理
念
を
踏
ま
え
、
来
る

べ
き
高
齢
化
社
会
に
備
え
て
老
人

福
祉
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
と
致

し
ま
し
た

。

ま
ず

、

老
人
福
祉
セ

ン
タ

ー
を

拠
点
と
し
て
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
進
め
る
ほ
か
車
両
を
購
入
し
、

老
人
の
送
迎

、

入
浴
、
給
食
等
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ
う
計
画

致
し

ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
四
国
に
先
が

け
て
始
め
ま
し
た
お
年
寄
り
の
、
」

ん
に
ち
は
コ
ー
ル
も
好
評
で
、
こ

の
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と

と
も
に
シ
ョ
ー

ト

ス
テ
イ
事
業

、

お
年
寄
り
の
電
話
相
談
事
業
、
老

人
日
常

生
活
用
具

レ

ン
タ
ル
事
業

及
び
長
寿
社
会
モ
デ
ル
事
業
等
を

進
め
る
こ
と
と
致
し
て
お
り
ま
す

。

さ
ら
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ

き
ま
し
て
は

組
織
の
充
実
と
活
動

の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
社
全

福
祉
専
門
員

を
設
置
す
る

ほ
か
、

ホ
ー

ム
へ
ル
パ
l

も

二
名
増
員
し
、

シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ

ー
設
置
へ

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
老
人
福
祉
活

動
も
推
進
す
る
計
画
と
致
し
ま
し

J/」

母
子
家
庭
に
お
け
る
児
童
扶
養

手
当
受
給

対
象
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
満
十
八
歳
以
後
高
校
卒
業
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
福
祉
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た

。

住
民
の
健
康
へ
の
関
心
に
呼
応

す
る
た
め
、
咋
年
度
か
ら
導
入
の

六
十
歳
基
本
健
診
も
好
評
で
あ
り
、

ね
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老
人
に

対
す
る
巡
回
指
導
や
健
康
相
談
及

び
機
能
回
復
訓
練
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
住
民
の
各
種
検
診
や

育
児
相
談
事
業
及
び
食
生
活
改
善

活
動
を
引
き
続
き
実
施
す
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。

生
活
排
水
対
策
と
し
て
都
市
部

で
は
下
水
道
事
業
の
検
討
を
進
め
、

農
村
部
で
は
農
業
集
落
排
水
事
業

の
本
年
度
着
手
を
、
そ
し
て
そ
れ

以
外
の
地
域
で
は
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
費
を
補
助
す
る
こ
と
と

し
、

各
事
業
の
関

係
費
を
計
上
致
し
ま

し
た

。

水
資
源
開
発
に

つ
き
ま
し
て
は
、
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平
成
五
年
度
に
設
立
の
中
子
広
域

水
道
企
業
団
に
よ
り

事
業
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、

応
分
の
負

担
金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
懸
案
の
火
葬
場
も

川
内

町
重
信
町
衛
生
組
合
に
よ
り
建
設

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
の
年

度
内
完
成
を
め
ざ
し
て
周
辺
の
環

境
整
備
と
と
も
に
関
係
予
算
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
老
朽
化
の
た
め
新
し

い
施
設

の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続

き
建
設
整
備
計
画
を
策
定
し
、
本

年
度
の
事
業
申
請
を
予
定
致
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、

ゴ
ミ
処
理
対

策
に
つ
き
ま
し
で
も
、
好
評
で
あ

り
ま
し
た
コ
ン
ポ
ス

ト

導
入
経
費

の
補
助
を

計
画
致
し
て
お
り
ま

す
。



農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

コ

メ
市
場
開
放
を
始
め
と
す
る
内

外
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
中

核
農
家
の
育
成
や
生
産
性
の
高
い

農
業
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、

近
代
化
の
基
盤
と
な
る
農
道
水
路

等
の
土
地
改
良
事
業
を
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
と
合
わ
せ
積
極

的
に
推
進
す
る
ほ
か
、
上
林
地
区

に
お
け
る
ほ
場
整
備
も
実
施
し
、

引
き
続
き
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

を
計
画
致
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
工
業
団
地
の
造
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
重
信
町
土

地
開
発

公
社
に
よ
る
造
成
工
事
も
完
了

し
、
進
出
企
業
へ
の
造
成

地
売
却

が
進
ん
で
お
り
ま
す

。

本
年
度
は

周
辺
の
環
境
整
備
と
し
て
こ
れ
に

関
連
す
る
道
路
堤
に
桜
等
の
植
樹

を
計
画
致
し

て
お
り

ま

す
。

畠~ i' 
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林
道
整
備
費
と
森
林
総
合
整
備

事
業
や
地
域
森
林
環
境
整
備
事
業

の
経
費
を
計
上
致
し
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、
皿
ヶ
嶺
地
区
の
森
林
公

園
の
整
備
も
完
了
し
、
本
年
か
ら

本
格
的
に
森
林
ア
メ
ニ
テ
ィ
公
園

と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す

。

そ
し
て
こ
の
森

林
公
園
に
つ
な
が
る
林
道
上
林
河

之
内
線
の
改
良
に
つ
き
ま
し
で
も

引
き
続
き
工
事
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
あ
り
ま
す

。
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第
三
次
産
業
の
急
増
を
始
め
工

業
団
地
へ
の
入
居
企
業
を
含
め
た

対
応
と
し
、
商
工
会
を
中
核
と
し

た
関
係
団
体
の
育
成
強

化
に
務
め

た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
中
に
松
山
自
動
車
道
が
川

内
イ
ン
タ

ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通

す
る
と
と
も
に
、
こ
の

三
月
末
に

は
国
道
十

一
号
松
山
東
道
路
も
四

車
線
で
供
用
開
始
さ
れ
る
な
ど

一

段
と
高
速
交
通
化
が
進
み
、
こ
れ

に
合
わ
せ
主
要
町
道
の
拡
幅
改
良

と
各
地
域
の

生
活
関
連
道
路
の
改

良
舗
装
を
進
め
る
ほ
か
、
引
き
続

き
高
速
道
路
周
辺
整
備

事
業
を
進

め
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

総
合
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
は
進
入
道
路
の
用

地

取
得
と
擁
壁
工
事
等
を
予
定
し
て

お
り
ま
す

。

ま
ず
南
吉
井
小
学
校
に
パ
ソ
コ

ン
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
小
・

中

一
貫
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
育
を
進

め
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た

。

ま
た
、

同
校
の
大
規
模
改
修

工
事
も
予
定

し
て
お
り
ま
す

。

社
会
教
育
に

つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
会
館
を
拠
点
に
生
涯
学
習
事

業
の
ほ
か
国
際
交
流
や
英
会
話
教

室
等
を
引
き
続
き

実
施
し
、
文
化

協
会
の
育
成
に
も
努
め
る

予
定
で

あ
り
、
さ
ら
に
湧
水
集
会
所
の
建

設
費
を
備
品
費
と
と
も
に
計
上
致

し
ま
し
た

。

図
書
館
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

蔵
書
数
も
六
万
冊
を
越
え

、

利
用

者
の
利
便
を
図
る
た
め
パ
ソ
コ

ン

シ
ス
テ
ム
を
充

実
し
、
図

書
館
情

報
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た

。

ま
た
、
町
内
の

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
も
引
き

続
い
て
行
う
と
と
も
に
各
種
の
社

全
体
育
事
業
や
軽
ス
ポ
ー

ツ

の
普

及
を
進
め
た
い
と
存
じ
ま
す

。
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ま
ず
、
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付

事
業
特
別
会
計
で
は
、
地
方
債
の

償
還
費
を

、

表
人
保
健
特
別
会
計

で
は

、

前
年
の
実
績
を
も
と
に
医

療
費
を
計
上
致
し
ま
し
た

。

次
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
高
齢

化
と
医
療
の
高
度
化

に
伴
う
医
療
費
の
伸
び
に
よ
り
保

険
給
付
費
は
引
き
続
き
増
加
し
て

お
り
ま
す

。

ま
た
医
療
費
制
御
の

た
め
の
健
康
つ
く
り

事
業
は
本
年

度
も
続
い
て
実
施
の
予
定
で
あ
り

ま
す

。

次
に
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計

で
は
、
本
年
度
は
水
道
管

の
敷
設

替
え

工
事
等
を
計
画
致
し
て
お
り

ま
す

。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

で
は
、
換
地
処
分
等
の
設
計
委
託

料
と
区
域
内
の
道
路
及
び
公
園
整

備
工
事
等
を
、
ま
た
保
留
地
売
却

に
よ
る
借
入
金
の
償
還
費
を
計
上

致
し
ま
し
た

。

さ
ら

に
本
年
度
か
ら

農
業
集
落

排
水
事
業
(
公
共
下
水
道
)
に
取
り

組
む
た
め
特
別
会
計
を
新
設
致
し

ま
し
た
が
、
こ
の

事
業
は
、
平
成

九
年
度
ま
で
の
予
定
で
あ
り
ま
す

。

近
年
は
特
に
厳
し
い
財
政
事
情

に
加
え
、
景
気
の
停
滞
等
に
よ
り

全
国
的
に
税
収
の
動
向
が
懸
念
さ

れ
、
大
変
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、当
町
に
お
き
ま
し
で
も

健
全
財
政
の
確
保
と
的
確
な
財
政

運
用
に
よ
り
着
々
と
大
型
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
お
り
、
本
年
度

も
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応

し
な
が
ら
、
社
会
資
本
の
整
備
を

進
め
、
二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
た

「

み
ど
り
と
文

化
の
ま
ち
・
重
信
」

の
活
性
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。一~

て

村
自
上

三

川
備整園公森のみすカ
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第
百
五
十

一
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
三
月
十
四
日
か
ら

三
月

二
十
三
日
ま
で
の
十
日
間
の
会
期

で
聞
か
れ
、
平
成
六
年
度
当
初
予

算
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
、
条

例
の
制
定
及
び

一
部
改
正
な
ど

二

十
九
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

。

ま
た
、
産
業
建
設
委

員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
「
日
本

の
農
林
業

と
食
料

・

環
境
を
守
る
た
め

の
政

策
確
立
を
求
め
る
請
願
L

に
つ
い

て
は
採
択
し
、
意
見
書
を
関
係
機

関
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

一
般
質
問
は
、
五
名
の
議
員
か

ら
、
環
境
、
教
育
、
自
衛
隊
問
題
、

町
づ
く
り
、
生
活
環
境
整
備
、
農

業
振
興
、
福
祉
対
策
な
ど
多
方
面

に
わ
た

っ

て
行
わ
れ
ま
し
た

。

以
下
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

一
般
会
計
当
初
予
算

予
算
総
額
五
十
七
億
五
千
七
百

万
円
(
前
年
度
対
比
七
・

O
%
増
)

平
成
六
年
度
予
算

で
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

。

県
単
土

地
改
良
事
業
他

五
五
、
四
三
五
千
円

土
地
改
良
事
業三

五
、
四
三
八
千
円

農
村
総
合
整
備

モ

デ
ル
事
業

九
三
、
四
九
四
千
円

は
場
整
備
事
業八

七
、

0
0
0

千
円

桜
つ
つ
み
事
業

一
O
O

、

0
0
0

千
円

林
道
改
良
事
業三

回
、
三
九
五
千
円

道
路
改
良
整
備
事
業

三
六
八

、

七
O
O
千
円

高
速
道
路
周
辺
整
備

事
業

一
二
四
、
五
八
七
千
円

若
宮
西
梅
本
線
改
良
事
業

二
O
七
、

一
四
八
千
円

総
合
公
園
整
備
事
業

四
四
九
、

O

一
三
千
円

南
吉
井
小

学
校
校
舎
大
規
模
改
造

事
業

一
七

一
、
五
二
三
千
円

重
信
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
条
例
の
制
定

農
業
集
落
排
水
事
業
の
特

別
会

計
を
設
置
し
て
、
円
滑
な
運
営
と

そ
の
経
理
の
適
正
を
図
る
た
め
の

も
の
で
す

。

重
信
町
農
業
集
落
排
水
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の
制
定

受
益
者
か

ら

分
担
金
を
徴
収

し
、
事
業
費
の

一
部
に
充
て
る
と

い
う
も
の
で
す

。

母
子
家
庭
等
福
祉
手
当
支
給
条
例

の
制
定

母
子
家
庭
等
に
支
給
さ
れ
て
い

る
児
童
扶
養
手
当
は

、

児
童
が
十

八
才
に
到
達
す
る
と
年
度
途
中
で

手
当
が
打
ち
切
ら
れ
る
た
め
、
高

校
生

、

専
門
学
校
生
な
ど
に

つ
い

て
は

、

月
額

一
万
円
を
年
度
末
ま

で
支
給
す
る
も
の
で
す

。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の
一

部
改
正

住
宅
新
築
資
金

等
の
貸

付
限
度

額
が
、
四
月

一
日
か
ら

新
築
資
金

業事備
，

整辺周路

・
と
-
道

-
r
hやそ

酷

は

六
九
O
万
円
が
七

一
O
万
円

に
、
改
修
資
金
は
四

一
O
万
円
が

凹
三
O
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら

れ
ま
す

。

教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
会

委
員
に
、
大
森
利
敬
氏
(
下
林

H

再
)
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
い

た
し
ま
し
た

。

衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
に
関
す

る
意
見
書

議
員
提
案
に
よ
る
衆
議
院
議

員

小
選
挙
区
の
区

割
り
で
、
中
子
地

区
を

二
つ
の
選
挙
区
に
す
る
よ
う

求
め
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
大
臣

等
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

千
九。

'
o
n
aい
看
強
体
験
"

一
般
、
学
生
の
方
で
、
「
看
護

婦
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
」

「

病
院
の
こ
と
を
知
り
た
い
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
」

と
思
っ

て
お
ら
れ
る
方
、

看
護

週
間
(
五
月
八
日
i

卜
四
日
)
中

に
、
次
の
病
院
で

一
日
看
護
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

-

五
月
十

一
日
附

松
山
赤
十
字
病
院

募
集
人
員
十
名

・

五
月
十
二
日
嗣

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

募
集
人
員
卜
名

-

五
月
十
三
日
幽

国
立
療
養
所
愛
媛
病
院

募
集
人
員
十
五
名

※
い
ず
れ
も
九
時

三
十
分
1

十
五
時

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

。

申
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
、
は
が
き
で

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)、
年

齢
、
職
業
(
学
生
は

学
校
、
学

年
)
、
電
話
番
号
、
希
望
病
院
包

を
四
月

二
十
日
同
ま
で
に

。

申
込
み
先

愛
媛
看
護
協
会

松
山
市
道
後
町
二
|

十
一
|

十
四

官
二
三
ー

一
二
八
七
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平成6年度会計別予算 (単位 ' 千円) 一般会計歳入歳出予算図表

会計 別 本年度 前年度 比 較 前年度 tJ。，ioノt 合計 比OノノO 繰入金 繰越金

自生 止zェh 5,757 ,000 5,381 ,000 376 ,000 7.0 59.4 909 , 175 206 ,222 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 11 ,030 10 ,810 220 2.0 0.1 945 

老人保健特別会計 1,774 ,945 1,497 ,443 277 ,502 18.5 18.3 110 ,973 

国民健康保険特別会計 l. 030.423 944 ,439 85.984 9.1 10.6 53 , 701 

簡易水道事業特別会計 211,397 241 ,690 630.293 ム 12.5 2.2 12.996 

土地区画整理事業特別会計 830.900 633.100 197 ,800 31.2 8.6 

農業集落排水事業特別会計 76.698 76.698 皆Jìíl 0.8 33.313 

1口h、 計 9,692,393 8,708 ,482 983 ,911 11.3 100.0 

平成6年度一般会計歳入歳出予算額
直亙 (単位 : 千円 )

幸次 本年度予算額 前年度予算額 比較 合計上ヒ%
l 開I F見 1. 459.757 1 , 380 , 031 79 , 726 25.3 

2 .1也 方 ~~ 与 Fえ 125.826 120 , 889 4,937 2.2 

3 平IJ 子 害IJ 交 イサ 金 45 , 000 45.000 。 0.8 

4 ゴルフ場利用税交付金 28.326 29.488 ム 1.162 0.5 

5 特別 地 方消費税交付金 10 10 。

6 自動車取得税交付 金 36.174 38 , 719 ム 2.545 0.6 

7 国有提供施設等ii~在市~H川成交付金 1.090 1 ,090 。

8 í也 方 交 f;J 税 1. 600.000 1 , 500 , 000 100.000 27.8 

9 交通安 全対策特別交付金 3 , 000 3 , 000 。 0.1 性質別経費の図表
10 分担金及び負担金 192 , 721 158.471 34.250 3.3 

11 使用料及び 手数 料 72 , 791 76 ,319 6. 3.528 1.3 

1 2 国 庫 支 金 386.779 491.865 ム 105 ， 086 6.7 

13 m 支 出 金 354.930 460.062 ム 105 . 1 32 6.2 

14 財 産 Wx. 入 41.362 66.436 ム 25 ， 074 0.7 

1 5 寄 付 金 8.239 1.520 6.719 0.1 

16 繰 入 金 909.175 508.277 400 , 898 15.8 

1 7 繰 越 金 49 , 755 58 ,044 6 8.289 0.9 

18 ~.者 ~.'K 入 57 , 765 61.479 ム 3 , 714 1.0 

19 IIIT 債 384 ,300 380 , 300 4,000 6.7 

歳入 合計 5 , 757 ,000 5 , 381 , 000 376 ,000 100.0 

直亙] (単位 : 千円)

本年度予算額の財源内訳

喜k 本年度予算額 前年度予算額 比 較 合計比 % t'ﾎ' { 疋 財 i原
一般財源

国県支出合 地 方債 そ の他

議会費 106.694 95.500 11.194 1.9 106.694 

2 総務質 1. 081. 482 524.255 557.227 18.8 36.556 166.244 878.682 

3 民生費 885.585 773 , 765 1ll , 820 15.4 273.341 104.904 507.340 

4 衛生 'IJj 389.687 287.426 102.261 6.8 23.880 14 ,600 15 , 270 335 , 937 
6 農林水産業費 653 , 162 538 , 177 114 , 985 11.3 142.572 79 , 700 102 ,034 328 ,856 
7 商工費 15 , 454 40 , 627 ム 25 ， 173 0.3 15 , 454 

8 土木'fli 1 , 147 , 106 1 , 742 , 644 ム595 ， 538 19.9 189 , 469 215 , 000 246 , 479 496 , 158 

9 i肖 |坊主を 247 ,837 250 ,903 ム 3 ， 066 4.3 11.241 318 236 ,278 
10 教育費 781 , 897 689 , 077 92 ,820 13.6 66 ,719 75 ,000 20.846 619 ,332 

11 災害復 I U�!i 510 220 290 510 

12 公債費 445.586 436 , 406 9 , 180 7.7 102.921 342 , 665 
13 予備費 2.000 2 ,000 。 2.000 

歳出 合計 5 , 757 , 000 5 , 381 , 000 376 , 000 100.0 743.778 384 , 300 759 , 016 3 , 869 , 906 
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-

不
燃
物
の
置
場
に
は
、
燃
え
る

ご
み
や
粗
大
ご
み
は
出
き
な
い

で
下
さ
い
。

-

不
燃
物
と
粗
大
ご
み
の
置
場
が

同
じ
と
こ
ろ
は
、
指
定
日
を
守

っ
て
出
し
て
下
さ
い
。
一
緒
に

出
さ
れ
る
と
、
回
収
作
業
の
妨

げ
に
な
り
ま
す

。

自転車は粗大ごみです

婦
人
会

指定日を守って下さい

ー
平
成
五
年
度
重
信
町

婦
人
団
体
研
修
会
か
ら
|

二
十

一
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ゴ
ミ
減
量
に
つ
い
て
討
議
し
ま

し
た
が
、
次
の
よ
う
に
ま
と
ま

n

ノ
±
?
し
h
~。

ー
、
リ
サ
イ
ク
ル

(
幻
件
上
住
三
件
)

-

牛
礼
パ
ッ
ク
、
ト
レ
イ
を
回

収
に
出
す

・

不
用
品
の
フ
リ

ー

マ
l

ケ
ツ

卜
の
開
設

・

新
聞
や
古
紙
を
回
収
業
者
に

出
す

2

、

買
物
を
計
画
的
に

(
引
件
)

・

ト
レ
イ
使
用
の
も
の
を
買
わ

な
い

-

材
料
を
使
い
切
り
、
衝
動
買

い
を
し
な
い

-

買
物
袋
の
持
参
、
風
呂
敷
を

見
直
す

3

、
コ
ン

。

ホ
ス
ト

の
利
用

(
日
件
)

・

ボ
カ
シ
の
利
用

4

、
行
政
へ
の
働
き
か
け

(
6件
)

・

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化

-

ト
レ
イ
等
の
回
収
場
所
が
、

各
地
域
に
も
欲
し
い

きちんと守られています

コミ減量のためにはどうすればよぬか
-

分
別
の
た
め
く
わ
し
く
わ
か

り
易
い
子
引
き

5

、
業
者
へ
の
提
言

(
3
件
)

-

ト
レ
イ
使
用
を
控
え
る
よ
う

提
言
す
る

-

広
告
が
多
過
ぎ
る

・

必
要
量
だ
け
買
え
る
と
よ
い

6

、
レ
ン
タ
ル
の
利
用

7

、
情
報
提
供
の
場

例
え
ば
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る

全
等

研
修
会
に
展
示
の
水
切
り

ぺ

|

ル
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

検
討
中
で
す

。

(
婦
人
会
長
)

平
成
6

年

事
業
所
名
簿

整
備
嗣
査
実
施

本
年
四
月
二
O
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
事
業
所
名
簿
整
備

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
の
産

業
の
種
類
や
従
業
者
な
ど
事
業

活
動
の
基
本
と
な
る
事
項
を
調

査
し

、
我
が
国
の
産
業
構
造
や

事
業
所
の
地
域
分
布
を
明
ら
か

に
し
ま

す
。

皆
様
方
の
事
業
所
に
は
知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
訪
問

し
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
い

ま
す
。
お
伺
い
し
た
調
査
内
容

は
統
計
以
外
の
目
的
に
は
利
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
当
調
査
の
主

旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。



公
園
ぽ
み
ん
な
の
も
の
f

だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
り
、
公
園

で
の
ん
び
り
す
る
の
も
い
い
季
節

に
な
り
ま
し
た

。

し
か
し
、

一
人

で
も
マ
ナ
ー
の
わ
る
い
人
が
い
る

と
、
き
れ
い
な
公
園
が
だ
い
な
し

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

。

み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
す
ご
す
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

。
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と
う
し
て
、
こ
ん
な
に
な
る
の
つ

-す
'

て
-

人のんA
C
 

，
，
、
、

九つ
よ

h
ロ
H毎

-

生
ゴ
ミ

・

ビ
ン

・

カ
ン
な
ど
は
、

持
ち
帰

っ

て
下
さ
い

。

-

遊
具
・

ベ
ン
チ
・

草
花
な
ど

、

公
国
の
も
の
を
キ
ズ
つ
け
た

り
、
こ
わ
し
た
り
し
な
い
で
下

支
」
い
。

-

ゴ
ル
フ
の
練
習

・

車
の
乗
り
入

れ
・

花
火

・

た
き
火
な
ど
危
険

な
行
為
は
、
絶
対
に
し
な
い
で

下
さ
い
。

-

重
信
川
緑
地
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド

・

テ
ニ
ス

コ
ー

ト
を
使
用
す

る
場
合
は
、
必
ず
役
場
企
画
商

工
課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

※
な
お
、

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

企
画
商
工
課
ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。宮

六
四
ー

二
O
O

一

内
線
五
五

二

お
也
畠
包
宮

H

ゴ
ミ
問
題
か
ら

環
境
汚
染
を
見
直
す

H

と
い
う
お
話
を
聞
い
て

地
球
レ
ベ
ル
で
の
環
境
汚
染
が

深
刻
化
し
て
い
る
今
日
、
そ

の
一

因
で
あ
る
ゴ
ミ
問
題
は
、

重
信
町

で
も
日

一
日
と
大
き
な
問
題
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

二

月
十
七
日
、
第
七
回
女
性
塾
で
は
、

松
山

で
こ
の
問
題
に
長
年
関
わ

っ

て
こ
ら
れ
た
、
大
院
ミ
ヤ
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た

。

自
然
は
、
循
環
し
て
こ
そ
、
そ

の
恵
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
を

乱
す
物
質
・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
は
、
燃
や

せ
ば
大
気
汚
染
、
埋
め
れ
ば
土
や

水
の
汚
染
や
、
埋
立
て

地
不
足
を

引
き
起
、
」
す。

し
か
も
こ
れ
ら
は
、

商
品
価
格
に
加
算
さ
れ
て
い
る
の

で
、
消
費
者
は
、
ゴ
ミ
を
買

っ

て
、

更
に
お
金
を
払
い
処
理
し
、
し
か

も
環
境
を
汚
し
て
い
る

。

な
る
べ

く
無
駄
な
も
の
は
作
ら
な
い
、
使

わ
な
い
、
買
わ
な
い
(
ゴ
ミ
の

三

寸
な
い

」
運
動
)
と
い
う
姿
勢
が
必

要
で
、
売
る
側
と
買
う
側
が
互
い

に
話
し
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
の
お
話
で
し
た

。

そ
れ
で
も
な
お
出
た
ゴ
ミ
は
分

別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
も
の

は
、
そ
れ
に
回
す
。

「
物
に
は
命
が

あ
る

。
生
か
し
て
使
い

、

使
っ
て

生
か
す

生
活
を

/
L
と
の
提
言
は
、

ゴ
ミ
問
題

の
す
べ
て
を
語
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

買
物
袋
の
持
参
、
牛
乳

パ
ッ
ク

の
回
収
と
再
生
紙
の
使
用
、
生
ゴ

ミ
の
水
切
り
減
量
、
ボ
カ
シ
を
使

っ

た
生
ゴ
ミ
の
有
効
処
理
等
、
私

た
ち
が
今
す

ぐ

で
き
る
こ
と
は
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す

。

「
誰
か
が
や
る
」
か
ら

「
自

分
が
や
る
」
へ
の
意
識
の
改
革
|

こ
れ
こ
そ
が
、
ゴ
ミ
問
題
ひ
い
て

は
環
境
問
題
に
立
ち
向
か
う
唯

一

の
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

自

分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ

っ
た
や
り
方
で
取
り
組
ん
で
い

く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た

。

(
女
性
塾
生

T

・

H

)

i
!し

大院ミヤ子さん講師

粗大ごみ回収
回収時間 4月 28 日 (木)午前10時まで

(回収 日 以外の日には出さないで下さい。 )

回収する粗大ごみ テ レ ビ、 冷蔵庫、洗た く機、自

転車、ミシン、ベッ ド 、 机、 イ ス 、 家具、 ふとん、

じゅうたん等。(その他のものについて は事前に福

祉課へお問い合わせー下さ L 、 。 )

次回は6月 28日闘です。

第37国間民大運動会

4月 17日(日
(雨天時は4月24日)

切所置個中学校グランド
みんなで、参加しましょう
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新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

(
保
険
証
)
が
四
月

一
日
か
ら
新
し

く
な

っ
て
い
ま
す

。

加
入
し
て
い
る
世
帯
へ
は
、

三

月
末
に
郵
便
に
て
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
必
ず
確
認
し
て
下
さ

い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
役
場
へ
お
返
し
下
さ
い

。

国
保
制
度
や
保
険
証
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課

・

国
保
係
ま
で

。

国
保
の
届
出
巳
つ
い
て

病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
お
い

て
治
療
を
受
け
た
と
き
、
医
療
費

の

一
部
(
三
割
ま
た
は

二
割
)
を
支

払
う
だ
け
で
済
む
国
民
健
康
保
険

制
度
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
、
え

る
大
切
な
制
度
で
す

。

国
保
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
届

出
は
、
世
帯
主
が
十
四
日
以
内
に

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
届
け
て
下
さ
い

。

こんなとき 手続きに必要なもの

-他の市町村から転入してきたと 印かん、 他市区町村の

き 転出証明書

国 -職場の健康保険をやめたとさ
印かん、 職場の健康保

保 険をやめた証明書

-職婦の健康保険の被扶養者からlま 印かん、被扶養者にな
L 、 はずれたとき れない理由の証明書
る
と

-子供が生まれたとき
印かん、 保険証、 母子

き 手帳

-生活保護を受けなくなったとき
印かん、 保護廃止決定

通知書

-他の市町村に転出するとき 印かん、保険証

国 -職場の健康保険にはいったとき
印かん、 国保 と職場の

f呆 健康保険の両方の保険

を 証 (後者が未交付のと
や -職場の健康保険の被扶護者にな きは加入したことを証
め ったとき 日月するもの )
る
と

-国保の被保険者が死亡したとき 印かん、保険証き

-生活保護を受けるようになった 印かん、 保険証、 保護

とき 開始決定通知書

-退職者医療制度の対象になった 印カ、ん 、 保険証、 年金

とき 証書

そ -町内で住所が変わったとき

の -世帯主や氏名が変わったとき 印かん、 保険証

他 -世帯を分けたり、いっし ょ にし

たとき

-保険証をなくしたとt<(あるい 印かん、 本人であるこ
とを証明するもの(使

は汚れて使えなくなったとき) えなくな っ た保険証)

g 

J合

就
職
し
た
ら
、

国
民
年
金
の

手
続
き
を
忘
れ
す
C

今
春
、
大
学
・
短
期
大

学
・
専

門
学
校
な
ど
を
卒
業
さ
れ
て
、
就

職
さ
れ
た
皆
さ
ん
。
就
職
し
て
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す

る
と
、
学
生
時
代
に
加
入
し
て
い

た
国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
変
わ

り
ま
す

。

職
場
か
ら
、
健
康
保
険
証
(
共
済

組
合
員
証
)
を
も
ら

っ

た
ら

、

印

鑑
・
年
金
手
帳
・
健
康
保
険
証
(
共
済

組
合
員
証
)を
持
っ

て
、
役
場
町
民

謀
の
国
民
年
金
係
で
、

「
種
別
変
更

届
」
の
手
続
き
を
し
て

く

だ
さ
い

。

こ
の
手
続
き
は
、
将
来
、
年
金

を
受
け
取
る
際
に
影

響
す
る
大
切

な
手
続
き
で
す

。

速
や
か
な
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す

。

重
信
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
部
員
募
集

小
学
生
剣
道
部
員
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
申
込
日
時
は
左
記

の
通
り
で
す
。
な
お
、
各
小
学

校
に
募
集
要
項
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い

。

北
吉
井
剣
道
部

(
北
吉
井
小
学
校
区
)

・
申
込
日
時

平
成
六
年
四
月
十
八
日
間

十
八
時
1

十
九
時
三
十
分

・
場
所

北
吉
井
小
学
校
体
育
館

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

南
吉
井
剣
道
部

(
南
吉
井
・
拝
志
・

上
林
各

小
学
校
区
)

-
申
込
日
時

平
成
六
年
四
月

二
十
三
日
出

十
七
時
三
十
分
l

十
九
時
三
十
分

-
場
所

重
信
町
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

問
い
合
せ
先

-

北
吉
井
松
末
充
人

宮
六
四
ー

一
五
六
0

・

南
吉
井
玉
井
信
博

宮
六
四
!

九
七
O
七

無事故の輪ゆとりでつなぐG軍動のスローガン)やさしさと
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春
の
花
フ
ェ
ス
-
ア
マ
パ
ル

と

き

四
月
二
十
九
日
働
i

五
月

一
日
同

午
前
九
時
1

午
後
五
時

(
最
終
日
は

午
後
四
時
三
O
分
)

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導

セ
ン
タ

ー

(
下
林
)

炉
』
-

-
λ
J

-匂
ち
ら報

局
内

.,." 

合

新
し
い
花
、
珍
し
い
花
展

花
と
花
壇
の
コ
ン
ク
ー
ル

趣
味
園
芸
展

花
の
種
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

花
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

花
と
緑
の
相
談
コ
ー
ナー

ふ
る
さ
と
市
コ
ー
ナ
ー

パ
ザ
l

他

料
金
等

無
料

問
合
せ
先

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

宮
六
四
|

五
八
六
七

(
休
所
日
月
曜
日
)

たくさんの花が待っています

人員数 1 人 2 人

~ 料金 消費手見 TA干 -日-一「 料金 消費税 合計

旧式
500円 10円 510円 710円 20円 730円

f夏糟

普通
760円 20円 780円 970ド l 20円 990円

L但~曹

υ尿くみ取り料改正、平成S年4月1日か5
会均等制料金早見表 : 1 ヶ月当りし尿くみ取り家庭のみなさん、 町では、平

成6年4 月 1 日からし尿くみ取り料が13年ぶり

に改正され、次表の料金が適用されることに

なりましたので、ご協力をお願いします。

し尿処理手数料

人員数 3 ，人 4 人

~ 事;十 :全 消費税 合計 手当 金 消費干見 合計 l

旧式
92011J 2WJ 940P~ 1 ， 130ド j 30円 1 , 160FTJ I f夏槽

普通
1 ， 180円 30l1J 1 ， 210円 1 ， 390円 40円 1.430円{夏憎

lJ: 
均 等市IJ 従量制

人頭指IJ 世帯?書Ij 1 8 リ ッ トル
1 人 1 か月 1 fiJ:帯 1か FJ 当 1)

旧式{史槽
2 1 0円 290円 140円(まる走)

普通{更槽 210円 550円 140円

人員数 :) 人 6 人

~ 料金 消費干3/.. 合計 料金 消費干見 合計 |

l日ェt
1.340円 40fTJ 1 , 380ITJ 1 , 55WJ 40円 1 ， 590円

f更槽

普邑
40円 1 ， 640円 1. R10円 50円 1.860円便槽J | l ， 600円

|司一世帯内で使槽が二つ以上あり、同時に

くみとりした場合の 世帯割料金は旧式便糟の

場合290円、普通便槽の場合550円を加える 。

合従量制料金計算例

450 リットルの場合

140円/L X (450L-:-18L) = 3 ， 500円

3 ， 500円に消費税分100円が加算され

3 ， 600円となる 。

簡
易
保
険
か
らお

知
ら
せ

本
年
四
月

一
日
か
ら
、
簡
易
保

険
は
、
保
険
料
、
前
納
割
引
率
、

契
約
者
貸
付
利
率
及
び
年
金
保
険

の
解
約
控
除
率
の
改
定
を
い
た
し

ま
し
た

。

そ
の
主
な
内
脊
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
近

く
の

郵
便
局
又
は
簡
易

保
険
セ
ー
ル
ス

マ
ン
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

。

一
保
険
料
の
改
定

保
険
料
は
全
体
の
平
均
で
は

一

0
・

三
%
の
引
き
上
げ
に
な
リ
ま

す
が
、
保
障
性

の
高
い
保

険
種
類

(
定
期
保
険
等
)
で
一
部
引
き
下
げ

に
な
る
も

の
も
あ

り
ま
す

。

ニ
保
険
料
の
前
納
割
引

率
の
改
定

平
成
六
年
十
月

一
円
以
降
に
払

込
を
さ
れ

る
保
険
料
の
前
納
割
引

率
を
引
き
下
げ
ま
す

。

三
契

約
者
貸
付
利
率
の
改
定

契
約
者
へ
の
貸
付
利
率
を
引
き

下
げ
ま
す

。

⑨望号 4月6日""'4月15日匡亙習 春の全国3t通安全運動
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保
健

健
康
づ
く
り

料
理
講
習
会

増
や
そ
うカ

ル
シ
ウ
ム

防
ご
う骨

粗
し
よ
う
症

⑬
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
l

二
O
O

内
線
三
一
一
・

=
二

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯

一
不
足
し
て

い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す

。

カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨

や
歯
を
作
り
、

精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ

え
た
り
と
い
う

役
割
を
も
っ

て
い
ま
す
。

今
以
上
に
、
日
常
の

中

で
気
を

つ
け
て
と
り
た
い
カ

ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ

っ
て
お
こ

っ
て
く

る
「
骨
粗
し
よ
う
症
L

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員

又
は
福
祉
課

・
保
健婦
ま
で
。

月 日 場 所 時間 準備物 内 廿R会、 手旦当

5 月 11 日嗣 見奈良公民館 1. 骨粗しょう症の理解

6 月 9 自体) 13:1窪団 地 公民館 エフロ ン
①原因、症状、治療と予防

②運動のすすめ
9 月 2 日後) 志津 川公 民館 タツノ fー

2 . カルシウム強化のため
午前10時~ タ オ/レ 栄養士

10月 14 日掛 播磨台団地公民館
1 2時30分 筆記用具

の作戦
保健婦

①カルシウムの多く含ま11 月 2 自体) 下林集会 所 運動のできる
れている食品 ・調理法

平成 7~手 2 月 2 自体) 堀池公民館 服装
②カル シ ウム強化献立

3 月 9 日 (木) 南野旧公民館 (調理と試食)

'-ー一一ーー一一一一ーーーー一一

ポリオ生ワクチン按与

ポリオは、ポ リ オウイルスによ っ ておこる病気で、 }l IJ

名「小児麻療」 と呼ばれています。 主に小児に発生し 、

ときに手足の運動麻療をおこします。

ポリオ生ワクチンは、口か ら飲む予防按種で、効果を

高めるため、下痢をしていない事が大切です。

今回、下記のとおり 実}j包致 します。

投与方法 6週間以上 の間隔をあけて2閉経口投与します

対 象 重信町に住民票があり 、 以下に該当する児
(1回目 )H5年7月 l 日 -H6年 l 月 31 日生まれの児
(2回目 ) H5年2 月 l 日 -H5年6月 30 日生まれの児
及び4才未満の米投与児

日 時 平成6年5 月 10 日 (刈午後2時-3時

場 所 重信町民会館

持参品 母子手帳. ~Il鑑

注意事項 0母子手l阪の提示のない場合は、予防接種を
行いません。 必ず母子手帳をご持参下さい。

0 当 日 のおfl:の 1料品を ìfilj っ てきて下さい。

「干の他 次巨| は平成6if. 10 月 20 l:lです 。

母 親 学 級

母親となる喜びゃ不安を話し合い、妊娠・出産 ・ 育児に

関して勉強しま しょう 。

一人であれこれ思 うよりも、みんなで話し合っ てみま

せんか。

-対象 妊婦

-料金 無料

-場所 町民会館

-時間 午後l時30分一3時

-申し込み方法 福祉課・保健婦まで申し込んで下さ い。

回数 月 日 内 ~ ヨ「

5 月 13 日倫)
- ビテ'オ 「こ んにちは • ，h， ちゃんJ

. 'ん J支 日子UJ!â1、

- お I~; で見てみよ う
2 5 月 17 日 (火) - お i[の準備-TTLIMA 

. {どもIIF1. '(1 j'~llj 品の選ぴ )j

. '副主 ・ 講義
3 5 月 25 日 (7)<) • I本i{i

. i'Lijfの手 出
. ，事 談会(先1/0'お !寸 さんといっしょに)

4 5 月 30 日 (月) - お館、育児の体験J主
. ，かちゃんのだき方、あやし 1j

健
康
相
談

毎
月
の
第
四
月

・

火
・
水
曜

日
に
、
各
地
区
公
民
館
で

、

健

康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

(
除
く
、
七
・
八
・
十
二
月
)

皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
こ
し
下

セ
」
い。

内
容血

正
測
定

健
康
に
関
す
る
相
談

持
参
品

健
康
手
帳
(
当

日
発
行
可
)

日
程
・
場
所

左
表
の
と
お
り

測定日 時 間 場 所

9:00-9:30 樋口公民館

9:40-10:30 機 ìiïJ I京公 民館

10:40-11:00 造、 j京 川 公民館

毎月 l3:1O-13:40 同岡公民館

第4 月曜日 13:50-14:20 見公良公民館

14:30-15:00 凹 窪 公民館

15:10-15:30 田窪団地公民館
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平成6年度のがん検診 ・基本健康診査を、下記の 日程で実施します。

申し込み方法

1 各組回覧にて申し込み受付。 組に入 っ ていない方は、地区衛生委員 もしくは、福

祉課・保健婦ま で直接申し込んで、く ださい。

2. 申し込み を された方には、検診前に健康調査票等を送付し ま すので、ご記入の

上、 当 日 ご持参くださ い 。

3 大腸がん検診は、 便の中に血が混じ っ ているか否か を検査 します。 申し込みをさ

れた方には 、 事前に検査セ ッ トを送付しますので、 説明書に従っ て便を採取し、

宵がん検診全場までご持参く ださい。

①子宮けいがん検診・事しがん検診 ②胃がん検診・大腸がん検診 ③肺がん検診

月 日 場 所

6月 1 日、 6月 28 日 南吉井IJ、学校体育館

6月 10 日、 7月 11 日 北吉井IJ、学校体育館

6月3日 '27日、7月22日・ 25 日・ 26日

11 月 11 日
重信町民会館

7月 6 日 下林集会所

7月 29 日 上林公民館

-対 象 : 30歳以上の女性

-受付時間 :午後l時-2時

-料 金 :子宮 けいがん検診 400円

手Lがん検診

月日 | 場所 I也区劃

7月 1 日 | 南吉井小学校体育館 |牛j剃

7月 12 日 | 北吉井峨体育館 | 山 之内・ 西 岡・樋 口

7月 20 日 | 下 林 集 会所 |下林 ・ J '.村

7 月 27 日 I I 積河原 ・ 志津川

無料

重信町民会館 l
l 北 1)'合 I~l地 ・ "洲凶士也
備際台団地・ 1 '.樋

上 林 公 民館 lJ二林

月 日 場 所

8月 3 日・ 4 日 上林公民館

9月 8 日・ 9 日

9月 12 日 ~14 日

9月 16 日
重信町民会館

11月 17 日・ 18日・ 22日

- 対 象 40歳以上の住民

-受付時間 .午前7時30分一

午前9時30分

※ 11 月 午前8時40分~午前10時

-料 金 胃 がん検診 500円

大腸がん検診 300円

-対 象 40歳以上の住民

・受付時間 土「 前9ß寺~午前 1 1時30分

午後l時一 3 11~

※事前の申し込みは不安。当 n 、 健診会場へお

越しください。

都合のよ い場所で受診してください。

・健康診査内容

(全員)問診、身体言 I'itlll、血泌検査、 検L氏、 血圧

測定、診察

見奈良 ・ 八反地 ・ 日 | 浅団地 II
重信町民会館 1 ，-". ~ • w v _ ... .，~.~. . - 1 1 貧血検査、 総コ レス テ ロ ール .H DL コ レステロ-

8月 24 日 I I 田窪 11 Jレ‘中性脂肪、峨峨能検査、腎機能検査

8月 30 日 | 南野田公民館| 雨野田・北開 ・新村 | 午前栄養指導
11 月 10 日 | 重信町民会館 |上記米受診者 1 (必要な方のみ) I同倹査、心屯図、 |出底検査

測定日 時 間 場 所 測定日 時

月 日 備考

6月 22 日 ~24 日 結核検診

6月 27 日 ~29 日 と同時に

7月 4 日 ~8日 実施致し

9月 6 日 ます。

-対象 40歳以上の住民

※事前の申し込みは必要あ

りま せん。

対象者には、 個人通知書を

配布 します。

個人通知書のない方は直接

検診会場へおこし く ださい 。

- 場所、 受付時間 :

{11i1人通知書または、広報しげ

のぶ5月 号を ご覧 く ださし、 。

- 料金 :無料

間 場 所

9:00-9:30 上 林公民館 9:00-9:30 掘 i也公民館

9: 40-10: 10 下林集 会 所 9: 40-10:20 牛湖j 公民館

10:20-10:50 上村公民館 10:30-10:50 南野旧公民館

毎月 13:10-13:30 北野台目JJ也公民館 毎月 11 : 00 -11 : 30 北野田公民館

第4水曜日 13:40-14:00 _j '. 樋団地公民館 第 4 火曜日 13: 10-13:40 新村公民館

14:30-14:50 山之内荒木谷 13:50-14:10 播踏台団地公民館

15:00-15:20 山之内井口公民館 14: 30-15: 00 牛 j拘l 団地集会所

15:10-15:30 八反地公民館
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平
成
六
年

泊
崎
印
刷w蔀

平
成
六
年
川
内
町
・

重
信
町
消

防
出
初
式
が
、
三
月

六
日
、
川
内

中

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
両
町
消
防

団
員
な
ど
約
七
百
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た

。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

。

服装及び機械器具点検企

消
防
斤
長
官
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
章
)

津

川
義
明

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(
竿
頭綬
)

重
信
町
消
防
団

(
精績
章
)

」
主
円
以

μ

7
1

・
畑町
立
口
郎
内

(
勤
続
章
)

石

丸

臣

掛
水

一

」
A
『
1

司
A
7

JJ

ぜ/H
P
 

主
，，
‘
.
、

信ー、圃ー』 男 一
企ポンプ操法

平成6年度消防団役員名簿
(平成6年4月 1 日現在)

企分列行進

愛
媛
県
知
事

e表
彰

加
藤
哲

信

岡

多

正

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
功
績
章
)

小
山

昌

(
勤
続
章
)

井
門

孝
徳

岡
田
武
範

山
内
均

武
智
信

一

文
佐越岡 大
伯 智 本川

一 昭 泰正
郎 夫 典 敏

愛
媛
県
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

森

修
三

渡
部
利
通

水
田
伸

一

藤
岡

貰

高
橋

重
則
柏
原
節

夫

束
村
雅
則
森
光

夫

青
井

重
臣

救助訓練舎

重
信
町
長
表
彰

高
須
賀
隆
利

徳
野
保

彦

和
田
嘉

兼

高
原
擁

盟
国
保
雄

中
川

金
吾

丹
生
谷
政
義

河
野

省
三

藤
田
明

越
智
義

弘

野
首

正
雄

一

-

野門松 高 森 八 山 音 酒杉
首 田 下 橋 木 内 良 井 原

泰 千竹 久善 伸順 ，~~導 昭
志志志仁 政 恭一幸 明 ー

.・

ー ‘消火訓練
扇面一一

哩剛司f'P'l1'J 1n!Di ~ 

ーニーー一一一 一

f)t 1議 氏 名 電話 {主 所

同 長 津川 義明 64-2792 上村甲89 1

制団長 藤田l 卓 64-2587 おi!iI=1 7 4 6 - 1

分団長 石丸 臣ー 64-2385 上村 113209

11 藤征1 -t亘心 64-3531 樋 [1 298

11 高須主主 公 64-3516 回窪1 201 - 2

第 1 分団

分 団 長 j度部 ßi5信 64-2212 織河原5 19- 1

第 I部 品IJ分団長 加藤 哲イ言 64-3547 山之内967

第2部 11 恒陥l 光行 64-6652 樋口 11 75

第3音H 11 岩川 孝男 64-6518 志 i'l:t) 11 735-6

第4古11 11 岡本寿日豊雄 64-6354 西岡797

第5部 11 伊賀義夫 64-2182 横河原 1 330

第6音[1 11 藤 |瑚 E主 64 -6127 志津J 111593-1 

第 2 分団

分団長 III 口 宗!貧 64-3839 1 1ニ j長11 236

第 l部 副分団長 i也川 義哨 64-2771 見奈良 1016

第2昔日 11 泉 |面l 稔: 64-8069 田窪564

第3告11 11 井|吋孝徳 64-8682 4ニ 榊1 665

第4 古[1 11 大川 正敏 64-8491 南野間 4 72

第5古11 11 松田 宣武 64-8374 北野間666

第6苦j) 11 岡田武範 64-5572 北野田31 9

第7 古1I 11 大北 正明 64-8767 11ニ j長IJl 50 2

第 3 分団

分団長 永井雅敏 64-5590 下林甲 J634

第四11 副分団長 八木秀徒: 64-3379 上林月J632

第2古[1 11 小山 昌文 64-2773 下車本町1 2058- J

第 3部 11 白石誠也 64-9260 仁十J~fl 911 -2



「
第
五
回
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら
④

障
害
者
と
の
か
か
わ
り
で

学
ん
だ
こ
と

東
温
高
等
学
校
一
年合田

茜

「
み
な
さ
ん
、
一
日
で
い
い
か
ら

障
害
者
に
な
っ
て
下
さ
い

。
一
日

手
足
な
ど
を
使
わ
ず
、
過
ご
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

」

平
子
先
生
は
、
こ
う
お

っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
七
月
に
、
本
校
で
聞

か
れ
た
同
和
教
育
講
演
会
で
の
こ

と
で
し
た
。

先
生
自
身
、
自
の
不

自
由
な
た
め
、
幼
い
頃
か
ら
、
盲

学
校
で
の
生
活
を
送
っ
て
き
た
方

で
す
。
障
害
者
の
気
持
ち
は
、
障

害
者
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
障
害
者
の
立
場
に
な
る
こ

と
で
、
障
害
者
の
苦
し
さ
が
わ
か

る

。
そ
れ
は
、
機
能
的
に
自
由
が

き
か
な
く
な
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
に
出
た
と
き
、
障
害
者

の
暮
ら
し
ゃ
す
い
社
会
が
、
果
た

し
て
充
分
で
き
上
が
っ
て
い
る
か

ど
う
か
。

障
害
者
の
立
場
に
な

っ

， 同率g

教育

1 13・7ιけのふ-;

て
考
え
る
こ
と
だ
と
、

ま
し
た
。

わ
が
校
で
は
、
自
分
た
ち
の
高

校
生
活
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
見
直
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
の
講
話
が
、
た
び
た
び
聞

か
れ
て
い
ま
す

。

平
子
先
生
と
の

出
会
い
も
、
七
月
の
講
演
会
で
の

こ
と
で
し
た
。

人
権
問
題
に
つ
い

て
は
、
中
学
か
ら
積
極
的
に
学
習

し
て
い
ま
し
た

。

特
に
、
同
和
問

題
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
お
ぼ
ろ

げ
だ
っ
た
考
え
も
変
わ
り
、
本
当

に
無
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た

。

実
は
、
私
は
、
重
信
中

学
校
に
転
入
す
る
ま
で

、
差
別
に

対
す
る
批
判
精
神
に
も
乏
し
く

、

そ
れ
以
前
に
差
別
の
実
態
さ
え

、

あ
ま
り
知
ら
な
い
状
態
で
し
た

。

転
入
前
、
私
は
、
一
つ
の
差
別

問
題
を
体
験
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

内
で
の
い
じ
め
で
す

。
一
人

の
女

の
子
が
、
理
由
も
な
く
無
視
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
そ
の
子
と

仲
良
く
な

っ
た
こ
と
を
理
由
に
、

私
も
同
じ
よ
う
に
無
視
さ
れ
ま
し

た
。

担
任
の
先
生
に
相
談
し
た
り
、

ク
ラ
ス
内
で
話
し
合
い
を
も
、
つ
け

た
り
し
ま
し
た
が
、
先
生
は
、
個

人
の
努
力
で
そ
れ
は
無
く
な
る
と

考
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す

。

ク
ラ
ス
の
子
に
は
悪
口
を
言
わ
な

私
は
思
い

い
よ
う
に
、
そ
の
女
の
子
に
は
自

分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
る
よ

う
に
と
。

し
か
し
、
そ
れ
は
違
い

ま
す

。

人
が
人

の
価
値
を
見
下
す

こ
と
は
、
人
間
と
し
て
、
ど
ん
な

に
恥
ず
か
し
い
こ
と
か
、
根
本
か

ら
問
い
た
だ
す
こ
と
が

必
要
だ
っ

た
と
思
い
ま
す

。

そ
の
頃
、
今
の

よ
う
な
正
し
い
認
識
が
、
私
や
私

の
ク
ラ
ス
に
根
づ
い
て
い
た
ら
と

思
う
と
、
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。

差
別
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
と
願
っ
て
い
て
も

、

現
実
で
は
、

い
ま
だ
完
全
に
無
く
な
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。

行
動
や
言
葉
で
、
そ
れ
を
示
さ

れ
た
と
き
の
感
情
は
、
た
と
え

他

人
の
こ
と
で
も

、
平
子
先
生
の

体

験
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

。

し
か
し

先
生
は
そ
の
先
を
前
向
き

に
「
ぞ
れ
な
ら
自
分
は
こ
う
し
て

や
る

.

ぞ
。

」
と
行
動
し
て
い
き
ま
し

た
。
あ
の
頃
の
自
分
だ
っ
た
な
ら
、

い
つ
も
受
け
身
で
、
劣
等
感
を
持

っ
て
い
て

、
逃
げ
て
ば
か
り
い
た

の
に
。

平
子
先
生
の
言

葉
が
、
私
の
背

中
を
押
し
て
く
れ
た
よ
う
な
、
行

動
で
き
る
勇
気
を
く
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
だ

け
で
な
く

、
全
校
生

徒
が
そ
う
思

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

そ
れ
ほ
ど
先
生
は
、

心
を
聞
い
て

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

(
中
略
)

ホ
ー

ム
ル
ー
ム
活
動
な
ど
で
講

義
を
聞
い
て
、
差
別
に
対
す
る
認

識
を
深
め
る
の
と
、
現
実
の
場
面

に
あ
た

っ

て
行
動
に
移
せ
る
の
と

で
は
違
い
ま
す

。

私
た
ち
に
は
、

果
た
し
て
認
識
で
き
て
も
行
動
で

き
た
か
ど
う
か

。

交
流
会
で
は
、

今
一
歩
足
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す

。

行
動
で
き
る
勇
気
を
持

た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

。
本
当

の
優
し
さ
と
い
う
も
の
を
、
自
分

が
ど
れ
だ
け
分
か

っ

て
い
る
か
、

厳
し
く
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す

。

人
と
人

が
助
け
合

い
、

認
め
合
っ
て
い
く
こ
と

。

そ

れ
は
、
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
目

を
そ
ら
し
て
は
い
け
な
い

。
今
後

の
差
別
問
題
の
解
決
に
も
私
た
ち

の
未
来
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た

。

l 図書館からの-お知らせ I .重信町教育相談室 | 
〔今月の休館日〕

4 日、 11 日、 17 日、 18 日、 25 日、 29 日、 30 目 。

〔今月の標語〕
モウキュウ サエヅ

・勧学院の雀は蒙求を鳴る=身近に見たり

聞いたりしていることは、自然に習い覚

えてしまうこと 。

毎週水曜日 13: 00 -17: 00 
4月は6、 13、 20、 27 日

図書館3階

64-3437 

直接来られでもかまいません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不

適応などお気軽にご相談ください。

時

所

話

-日

-場
・電

※
学
校
だ
よ
り

シ
リ
ー
ズ
星
空
散
歩

休
み
ま
す

。
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重信同文化協会のご案内
重信町文化協会は、 Iuy内の文化関係団体の連絡協 設 しておりますので、 町内の多数の皆さんの参加 ・ 加

調を図り、 地方文化の向上発展に寄与することを目 入を お待ちしています。 お気軽にお問し、合わせ下さ

的に、昭和57年9月に設立さ れた文化団体です。 し、。

本協会の大きな事業と して、 重信町民大学 と 重信 文化協会事務局(重信町民会館内 包64 - 1500)
町文化祭があり ます。 ※ 第30回(平成6年)文化祭は、 11 月 3 自体)から 6 日 (日) ま
また、文化協会では次の ような自主活動教室を聞 での4日間行う予定です。

重信町文化協会主催の自主活動教室
自主活 動教室 毎月の開設曜日 時 間 月会費(円) 申込先の代表者名

短 歌 教 室 第 1 日曜日 13:00~15 : 30 500 中原惰子 64-8449

JlI 柳 教 室 第 3 月曜日 13: 30~ 15 : 30 500 猪原宣子 64-6349

陶 宮企 教 室
毎週土曜日 19:30~21 : 30 1,500 

佐伯紀久子 64-1287~ (月火水木金曜日 ) (13: 00~17 : 00) (年 1 ，500 )

水墨画教室 第ト 3金曜日 14 : 00~16:30 2,500 渡部 茂 64-2254

絵画教室
油 絵 毎週水曜日 19 : 30~21 :30 1,500 重見忠顕 64-0797
水彩画 第 2 ・ 4 日曜日 10 :00~12 : 0。 3ヶ月 3 ，000 和田嘉正 64-2748

書 道 教 室 第 1 ・ 2 ・ 4 金曜日 19 : 00~21 : 00 2,000 金指イチ子 64-0671

コーフス教室 毎週金曜日 13 : 30~1 6 : 00 1,000 高橋公子 64-9499

軟 謹 教 室 第2 ・ 4 土曜日 19 : 00~21 :30 1,500 大西一雄 64-3071

おや乙劇 場 年4回観慮IJ 850 山岡和江 64-3170

将 棋 教 室 毎週木曜日 18 : 30~21 :30 無料 森 利広 64-3222

子供ストレッチ教室 第 1 ・ 2 ・ 4 日曜日 1 0 : 00~11 ・ 30 1,500 大六良子 64-5969

モダンタンス教室 毎週水曜日 18 : 00~22:00 3,000 水田真子 64-8815

社支夕、ンス教室 毎週木曜日 1 9 : 00~20 : 30 2,000 近藤 晃 64-2969

ヨーガ教室 毎週火曜日 1 9 : 30~21:00 3,000 久保道夫 64-9968

文他協会の団体には、次のようなものもありま蕊
団体名 申込先の代表者名 団体名 申込先の代表者名

民 謡 山口 宗広 良い映画を観る会 中野ま り

64-3839 64-7243 

史 談 会 和田 資L 手 官宕 山木栄典

64-5726 2ま 64-3326 

茶 道
高須賀文子 コミュニティ舞踊 氏家富"Æ
64-3123 64-2626 

写 真 山内舜郎 吟剣詩舞道 大西忠良
64-8973 64-8674 

舞踊連絡会
渡部ニ代子 山 草 4Z』三 玉井忠幸
64-2242 64-3804 

g~ 旬
渡部次郎 華 道 武智 i草子
64-8097 64-8098 

囲 碁 平岡国雄 大 正 琴
高須賀尽子

64-3421 64-3523 

重
信
お
や
こ
劇
場
四
月
例
会

『
と
べ
/
夢
ひ
こ
う
き
』

劇
団
風

の
子
東
京

四
月

二
十
日
附

午
後
六
時
三
十
分
j

南
吉
井
小
学
校

体
育
館

体
育
館
を
使
っ

た
楽

し
い
舞
台

劇

子
供
た
ち
に
夢
を
と

ど
け
る
舞
台
で
す
。

重
信
お
や
こ
劇
場

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信

町
文

化
協
会

・
連
絡
先

事
務
所

山
岡

寺

田

-
日
時

-
場
所

-
内
容

-
主
催

・
後
援

六
四
|
七

一
八
八

六
四
ー

コ
二
七
O

六
凹
ー

一
六
四
三



奮
闘
f

少
年
剣
士
た
ち

三
月
十
三
日

、

第
十
六
回
重
信

町
少
年
剣
道
錬
成
大
会
が
重
信
町

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

温
泉
・
北
条
・
小
野
地
区
の
少

年
が
参
加
し
、
団
体
、
個
人
戦
7

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
熱
戦
が
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
上
位
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

。

(
団
体
戦
)

高
学
年

優
勝

準
優
勝

低
学
年

優
勝

準
優
勝

南
吉
井
剣
道
部

A

北
吉
井
剣
道
部

A

川
内
剣
道
会

南
吉
井
剣
道
会

Aー 、 ープ
a
h

1 15・7ιげのぶ

(
個
人
戦
)

中
学
生
男
子

優
勝

恒
岡
雅
也

(
重
信
中
)

準
優
勝

勇
圭

一

(川
内
中
)

中
学
生
女
子

優
勝
本
田
木
口
佐
美
(
川
内
中
)

準
優
勝
田
村
真
由
美
(
重

信
中
)

小
学
生
高
学
年

優
勝
渡
辺
光

一
(
南吉
井)

準
優
勝
森
本
伸
吾
(

川
内
)

小
学
生
低
学
年

優
勝
久
保
田
祐
輔
(

小
野
)

準
優
勝
渡
部
敬
裕
(

川
内
)

新
人優

勝
準
優
勝

=子、‘『

町
の
小
さ
な
声
を
町
政
巳

三
月
三
日
、
役
場
で

「

町
政

モ
ニ
タ
ー
」
の
委
嘱
式
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

こ
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
各

地
区
の
区
長
の
推
薦
に
よ
り
、

町
長
が
委
嘱
し
た
も
の
で
、
任

期
は
二
年
。
二
十
歳

代
か
ら
七

十
歳
代
ま
で
の
男
女

二
十

一

人
。

町
民
の
率
直
な
意
見
や
要

望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な

っ

て
い
ま

す
。

:Ias: 
ーι ー

:j ???ゐ，" ,. 
-" 版 ;::;

山
本

也
リ

将
大
(
中
島
)

雄
太
(
雨吉
井
)

第
十
七
回
重
信
少
年
少
女

合
唱
固
定
期
演
奏
会
が
、

三

月
十
二
日
、
町
民
会
館
で
聞

か
れ
ま
し
た

。

三
十
名
の
団

員
が
、
一
年
間
の

練
習
の
成
果
を
発
揮

。

ア
ニ
メ
の

主
題
歌
か
ら
「
ア
ベ
マ

リ
ア
」
ま

で
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
歌
声
を

響
か
せ
ま
し
た
。
指
導
の
先
生
方

も
、
独
唱
や
ピ
ア
ノ
、
ユ

l

フ
ォ

ニ
ア
ム
を
演
奏

。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の

曲
で
は
、
団
員

と
聴
衆
が
一
体
と

な
っ
て
手
拍
子
す
る
な
ど
、
ア

ッ

ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
楽
し
め
る

演
奏
会
で
し
た

。

ひひけ歌こえ/

重信'~年'!7女含唱団定期潰奏会

a

か
え
んU
つ

大
好
き
な
桜
の
季
節
。
表
紙
の

桜
は
、
西
岡
遊
園
地
の
も
の
。
今

年
も
、
き
っ
と
咲
い
て
く
れ
て
い

る
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
突
然
で
す
が
、
こ

の
た
び

一
年
間
の
広
報
ウ
ー
マ
ン

生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
ち
ま
す
。

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
原
稿
に

む
か
い
、
手
さ
く
り
で
の
発
行
。

力
の
な
さ
に
、
は
か
ゆ
い
ば
か
り
。

一
年
た
っ
て
、
や

っ
と

こ
れ
か
ら

と
い
う
時
で
、
と
て
も
残
念
で
す
。

手
元
に
残
っ
た
十
二
冊
の
広
報

か
、
十
三
年
の
役
場
勤
め
を
締
め

く
く

り
ま
し
た

。
ご
協
力
い

た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
果
た
せ
な
か

っ
た
思
い
は
、
後
任
に
託
し
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

。

そ
し
て
桜
が
満
開
に
な
る
頃
、

住
み
な
れ
た
、
こ
こ
重
信
の

地
を

あ
と
に
し
ま
す

。

(
近
藤
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自国虫剤1投与ru何回極露~困図匝胴
月日 行事名 時間場所

みどりの日

4 129(剣休日ですがごみ収集します。午前811寺までに出して下さい。
-・・・ーーーーーーーーー 帽 司- -- ー --- -- ー ー ー ー ーーーー，ー・ーー』 ーーー ー ・- ーーーーーー・ー・ーーー ーーー- -・ - -

月 当番医 山本内科 川内町北方 fi66 - 2066

30(お役場開庁日

1 (日)当番医 中川外科・ 内科 松山市南梅本町 fi76 -7811

2 例)水道使用料2、 3月分納期限

憲法記念日
3 仰ー

当番医 辻井循環器科・ 内科 重信町田窪 H64 - 0013

国民の休日
4 (樹 ー

当番医 重信クリニック 重信町志津川 fi64 一 1188

こどもの臼
5 (利 一

当番医 西野医院 重信町横河原 fi64 - 2152

7 (士)布三< 1) 話再:CD 一 一一一一 _ l~ ~~~~ 三 一一 l~~- _ ~_~会一戸
役場開庁日

8(日)当番医 泉内科 川内町南方 公66 -2226

9 侭)リハビリ教室 13 ・ 30- 15: 30 町民会館

ポリオ生ワクチン投与
10(刈 ①H5年7月 - H6年 l 月 ~I:まれの者②H 5Q'2114:00-15 :001 111 ] 民会館

円 -6月生まれの者及び4才未満の未ilt 号 音

11(材料理講習会「カルシウム食J 110:00-12:30 見奈良公民館

行政心配ごと相談所 13:00-15 :00 役場2隊第l会議室

5 112(村乳児健康診査
13:30-14: 30 町民会館

H5年7月 ・ 10 月 .H6年l月生まれの者

13幽母親学級① 13 :30-15:00lU] 氏会館

14出役場開庁日

15(日)当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 H64 -2411

16(月)おとしよ り健康相談室 14 ・ 00-16:00 役場保健婦室

リハビリ教室 13:30-15: 301 PIT 民 会館
17(刈 ー ー

母親学級② 13:30 -15: 00 阿]以 会 館

l才6 ヶ月児健康診査
印刷 者 13:3ト 14 ・ 30 町民会館

H4年9月 ・ 10月生まれの

21(お役場開庁日

22(日)当番医 宮内病院 松山市北梅本町 fi75 -- 0091

23伺)健康相談〈各地区〉

月 24 (刈 日3 本才脳以上炎予の一防接般種住民 || 1134:.5200~~1144 :. 0300 || 拝上林志小小体体育育館館
健康相談〈各地区〉

母親学級③ 113:30-15: 00 1 町民 会館
25(利一一一一一一 一一ー l 

健康相談〈各地区〉

心配ごと相談所 13:00-15:00 役場2階事 l全議室
- -- -ーー， ー-- ----ー ー ・ ー ーー ー ーーー ー ーーーー ーーー ーーーー ー ーーーー ーーー ーーーーー ーー

26(柄日本脳炎予防接種 14:00- 1 4 ・ 30 北吉ナ| 小体育館
| 3 才以上の一般住民

27f翁 3才児健康診査 "9ι 1 3:00-14:00 I PIT 民 会 館
H3年1 月 - 3月生まれの旬

28(土)役場開庁日

29(日)当醤医 西村内科 重信町志津川 fi64 - 2461

母親学級④ 1 3:30- 15:00 町民 会 館
30(丹) ー

おとしより健康相談室 14:00- 16 :00 役場保健婦室

軽自動車税納期限

3l(刈 日3 本才脳以上炎予の一防接般種住民 114: 00-14:30 I 南古 -)1:小体育館

官官ιげのぶ・ 1 6 ・

戸

籍

三
月
+
日
ま
で
の
届
出
分

(
お
め
で
と
うH
H)

出
生

横上南横田椴志志
住河野河 j可 i章 i章

原林田原 i笠原 川 川 所

南田平北 一 回伊得
f呆

谷中岡山橋中 i藤~ 本 護一 陽正 純
者茂裕重 一 昭清信 二

果村l 将響志舜結悦 出
生住機 保 司 !尼

2222222  1 盆三
-・・ ・・ ・・・ 年月
21 20 19 11 9 8 7 31 日

死
t

(
お
悔
み・申
し
上
げ
ま
す
)

牛見検問機上牛志牛
住奈 ìïif ì可津

mJ 良原窪原林榊l 川 i自l 所

見北 サ 1 森松 ilß 八上由
氏山村門 本 計木 I筒井

英与主由友次藤多康
名孝ヨ子皇市郎子子 1専

93 75 72 83 87 88 95 77 44 年バ寸岳3、

3 3 3 3 3 2 222  苦E
て=
σコ

9 8 5 2 2 25 21 14 10 日

⑨
⑩
⑧
⑧
⑧
⑨
 

田
窪
の
愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ

ー

に
あ
る

。

し
だ
れ
梅
。
で
す

。

高
さ
五
メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ

る
大
木
で
、
毎
年
二

月
中
旬
ご

ろ
か
ら
咲
き
始
め
、
多
く
の
紅

梅
、
白
梅
と
と
も
に
咲
き
誇
る

姿
は
、
見
事
な
も
の
。
今
年
も
、

訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た

。

今
か
ら
な
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

の
か
八
重
桜
。
も
お
勧
め
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
お
出
か
け
下
さ
い

。

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

次
の
方
か
ら

金
一
封
を
寄
付
下
さ

い
ま
し
た

。

井
上

森』

R
H

畑
山
広
立n

則
凶

,
4
EE 坂

上
森

勝
美
さ
ん
(
下
林
)

増
男
さ
ん
(
上
林
)

徳
長
さ
ん
(
上
林
)

正
さ
ん
(
上
林
)

文
明
さ
ん
(
志
津
川
)

忠
能
さ
ん
(
下
林
)
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